
「全国和牛能力共進会」は、全国和牛登録協会が主催して、５年に１度、全国持ち回り
で開催される全国規模の和牛の品評会です。全国の和牛関係者にとってこの大会は、別名
「和牛のオリンピック」と言われ、和牛ブランド力向上につながる重要な大会となってい
ます。
本年度、「高校・農業大学校の部」において、栃木県立栃木農業高等学校が栃木県代表

に選ばれ全国大会（鹿児島大会）に出場しました。

表紙の写真

第 回全国和牛能力共進会（鹿児島大会）出場「栃木農業高校」

令和２年３月に閣議決定された「食料・農業・農村基本計画」では、若い人に農業の
魅力を伝え、将来的に農業を職業として選択する人材を育成するため、農業高校・農業
大学校等の農業教育機関において、先進的な農業経営者等による出前授業、現場での実
習、農業生産工程管理（ＧＡＰ）に関する教育、企業や他の教育機関、研究機関等と連
携したスマート農業技術研修等、実践的・発展的な教育内容の充実やそのための施設・
設備等の整備を進める。また、地域農業のリーダーとして活躍し、経営感覚や国際感覚
を持つ農業経営者を育成するため、産業界や海外と連携した研修・教育や、農業大学校
等の専門職大学化などの農業教育機関の高度化を推進することとしています。
令和３年５月に決定された「みどりの食料システム戦略」では、労働安全性・労働生

産性の向上と生産者のすそ野の拡大として、農業大学校、農業高校等の学生・生徒や幅
広い世代の就農希望者等に対し、生産性向上、労働安全、環境に配慮した農林水産業な
どの教育を推進することとしています。
当拠点では、那須拓陽高等学校の課外活動（部活動）のクラブである「牛部」の生徒

との意見交換をきっかけに、平成 年度から農業高校等と連携して、就農意欲を喚起
する取り組みを開始し、県内の農業高校の取り組みを「百花繚乱」として毎年発行して
います。本誌のタイトルである「百花繚乱」の意味には「いろいろの花が咲きみだれる
こと」「すぐれた人物や業績などが一時に多くでること」と手元の使い古した辞書に書
かれています。このような思いを込め、実践的な学習により豊かな人間性と基礎的な知
識・技術を習得し、進路実現に果敢にチャレンジしている栃木県内の農業関係高校生等
の取り組みを本冊子で紹介しています。
本冊子が農業関係者をはじめ消費者や流通・加工業者、小売業者、教育関係者、また、

中学生など幅広い方々の目に触れ、農業関係高校の取り組みへの理解が深められ、更に
は、一人でも多くの若者が意欲を持って農業を学び新規就農の契機となれば幸いです。
最後に、本冊子の作成に当たり、多大な御協力を賜りました関係者の皆様方に、心よ

り感謝申し上げます。

令和５年３月
農林水産省 関東農政局栃木県拠点
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主な農畜産物の産出額の全国順位（令和３年）

全国
順位

農業
産出額 米 麦類 野菜 果実 花き 肉用牛 生乳 豚 鶏卵

いちご
構成比（全国）
構成比（栃木）

１位 北海道 新潟 北海道 北海道 栃木 青森 愛知 鹿児島 北海道 鹿児島 茨城
２位 鹿児島 北海道 栃木 茨城 福岡 長野 千葉 北海道 栃木 宮崎 鹿児島
３位 茨城 秋田 福岡 千葉 熊本 和歌山 静岡 宮崎 熊本 北海道 岡山
４位 宮崎 山形 佐賀 熊本 長崎 山梨 福岡 熊本 岩手 群馬 広島
５位 熊本 宮城 群馬 愛知 静岡 山形 茨城 岩手 千葉 千葉 栃木
６位 千葉 茨城 埼玉 群馬 愛知 愛媛 埼玉 長崎 群馬 茨城 千葉
７位 青森 福島 愛知 長野 茨城 熊本 長野 宮城 茨城 岩手 静岡
８位 愛知 千葉 熊本 青森 佐賀 福島 北海道 栃木 愛知 栃木 北海道
９位 栃木 岩手 岡山 埼玉 宮城 岡山 鹿児島 沖縄 岡山 熊本 青森
１０位 岩手 栃木 茨城 栃木 千葉 静岡 熊本 佐賀 宮城 愛知 愛知

位
栃木

位
栃木

農林水産省統計部「令和３年生産農業所得統計」より

栃 木 県 の 農 業 の 概 要

関東農政局「２０２２年度関東農業マップ」より
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壬生町 ５

高根沢町

栃木県内の農業関係高校等の所在図・学科名（定員）

地図上の記号 所在地 学校名 令和５年度　【学部】学科名（定員）

① 宇都宮市 宇都宮白楊高校 農業経営科・生物工学科・食品科学科・農業工学科（各４０名）

② 鹿沼市 鹿沼南高校 食料生産科・環境緑地科（各４０名）

③ 小山市 小山北桜高校 食料環境科（４０名）

④ 栃木市 栃木農業高校 植物科学科・動物科学科・食品科学科・環境デザイン科（各４０名）

⑤ 真岡市 真岡北陵高校 生物生産科・農業機械科・食品科学科（各４０名）

⑥ 那須塩原市 那須拓陽高校 農業経営科・生物工学科・食品化学科（各４０名）

⑦ 矢板市 矢板高校 農業経営科（４０名）

◇ 那珂川町 馬頭高校 普通科（８０名）・水産科（２５名）

▲ 宇都宮市 栃木県農業大学校
【農業生産学部】農業総合学科（５５名）・畜産学科（１５名）
【農業経営学部】いちご学科（１０名）

■ 宇都宮市 宇都宮大学農学部
【生物資源科学科】（６３名）【応用生命化学科】（３２名）
【農業環境工学科】（３２名）【農業経済学科】（３６名）
【森林科学科】（３２名）
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１．高等学校数は、 校（公立 校、私立 校）です。
２．生徒数は、 人（男子 人（ ％）、女子 人（ ％））です。
３．学科別生徒数内訳
（１）普通科 人（ ％）
（２）工業科 人（ ％）
（３）商業科 人（ ％）
（４）総合学科 人（ ％）
（５）農業科 人（ ％）
（６）家庭科 人（ ％）
（７）福祉科 人（ ％）
（８）水産科 人（ ％）
（９）その他 人（ ％）
（ 合計 人（ ％）

４ 令和３年の農業産出額上位１０道県との比較は以下のとおりです。
（文部科学省「令和３年度学校基本調査、各道県公表の「令和３年度学校基本調査報告書」より）

全国の状況
（「令和４年度学校基本調査」（令和４年 月 日）文部科学省より）

１．高等学校数は、 校（国立 校、公立 校、私立 校）で、前年度より公立
高校が 校減少しました。
このうち、農業科のある学校は 校（全日制 校、定時制 校、全定併設８校）で、

前年度と同数となりました。
２．高等学校の生徒数は、 人（男子 人（ ％）、女子 人（
％））で、前年度より 人（男子 人、女子 人）減少しました。

３．学科別の生徒数は以下のとおりです。

〇令和４年度の生徒数 人は、
前年度より 人（男子 人・
女子 人）減少しました。

〇生徒数が最も多かったのは、平成
２（ ）年度で 人です。

栃 木 県 内 の 農 業 関 係 高 校 等 の 概 要
令和４年度学校基本統計「学校基本調査報告書（令和５年１月 栃木県）」より

道県名 産出額
億円

全高校生
（Ａ）

うち農業高校
生徒数（Ｂ）

割合
（Ｂ Ａ）

農業高校
（学校数）

北海道 人 人
鹿児島 人 人
茨城 人 人
宮崎 人 人
熊本 人 人
千葉 人 人
青森 人 人
愛知 人 人
栃木 人 人
岩手 人 人

学科 生徒数 割合 減少率 学科 生徒数 割合 減少率
普通科 看護科
工業科 水産科
商業科 福祉科
総合学科 情報科
農業科 その他
家庭科 合　計
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（文部科学省「令和３年度学校基本調査、各道県公表の「令和３年度学校基本調査報告書」より）

全国の状況
（「令和４年度学校基本調査」（令和４年 月 日）文部科学省より）

１．高等学校数は、 校（国立 校、公立 校、私立 校）で、前年度より公立
高校が 校減少しました。
このうち、農業科のある学校は 校（全日制 校、定時制 校、全定併設８校）で、

前年度と同数となりました。
２．高等学校の生徒数は、 人（男子 人（ ％）、女子 人（
％））で、前年度より 人（男子 人、女子 人）減少しました。

３．学科別の生徒数は以下のとおりです。

〇令和４年度の生徒数 人は、
前年度より 人（男子 人・
女子 人）減少しました。

〇生徒数が最も多かったのは、平成
２（ ）年度で 人です。

栃 木 県 内 の 農 業 関 係 高 校 等 の 概 要
令和４年度学校基本統計「学校基本調査報告書（令和５年１月 栃木県）」より

道県名 産出額
億円

全高校生
（Ａ）

うち農業高校
生徒数（Ｂ）

割合
（Ｂ Ａ）

農業高校
（学校数）

北海道 人 人
鹿児島 人 人
茨城 人 人
宮崎 人 人
熊本 人 人
千葉 人 人
青森 人 人
愛知 人 人
栃木 人 人
岩手 人 人

学科 生徒数 割合 減少率 学科 生徒数 割合 減少率
普通科 看護科
工業科 水産科
商業科 福祉科
総合学科 情報科
農業科 その他
家庭科 合　計

５．栃木県における農業関係高校の区分と学科別学習内容
（１）農業関係高校の区分

① 総合選択制高校（職業系専門学科と普通科を併置）：鹿沼南高校
生徒は、関心や進路に応じて、２・３年生で普通系の科目を選択履修することも可能です。

② 総合産業高校：小山北桜高校
１年生は、全ての学科の基礎科目を学習し、産業全体について学びます。
２、３年生では、自分の学科以外の科目を一部選択して学習することができます。

③ 総合選択制専門高校：宇都宮白楊高校 真岡北陵高校 矢板高校
生徒は、関心や進路に応じて、２、３年生で自分の学科以外の科目を選択して学習する

ことができます。
④ 職業系専門高校：栃木農業高校

農業科の４学科より構成されており、各学科の中で、それぞれの専門分野を深く学習す
ることができます。

⑤ 普通科・職業系専門学科の併置校：那須拓陽高校
普通科と農業科、家庭科より構成されています。
専門学科の中では、専門分野を深く学習することができます。

（２）学科別学習内容
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学科名 学習内容

農業経営科（白楊／矢板／
　　　　　　　 那須拓陽）
食料生産科（鹿沼南）
生物生産科（真岡北陵）
植物科学科（栃木農業）

　新しい時代に対応した作物、草花、野菜、果樹、畜産など
に関する専門的な知識と技術を学びます。
※食料生産科には草花の学習、植物科学科には畜産の学習は
含まれません。

食料環境科（小山北桜）

　作物・野菜・果樹の栽培方法を学ぶ食料生産コースと、草
花の栽培方法や造園・ガーデニングを学ぶ環境創生コースに
分かれ、食料生産と環境づくりに関する知識と技術を学びま
す。

動物科学科（栃木農業）
　生産物を得るための動物を学ぶ生産動物コースと、人の生
活に貢献する社会動物を学ぶ社会動物コースに分かれ、動物
の飼育やその利用に関する知識と技術を学びます。

生物工学科（宇都宮白楊／
　　　　　　　那須拓陽）

　植物バイオテクノロジー・動物バイオテクノロジーや微生
物の利用及び養液栽培等の施設栽培などに関する知識と技術
を学びます。

農業工学科（宇都宮白楊）
　道路や橋などの土木構造物の設計や施工及び水や土の基本
的性質など環境保全に配慮した農業土木工事などに関する知
識と技術を学びます。

環境緑地科（鹿沼南）
　草花の栽培や装飾、造園やガーデニング、森林環境の保全
やキノコの栽培方法などに関する知識と技術を学びます。

環境デザイン科（栃木農業）
　地域の自然や産業を取り巻く環境を維持・改善するため
に、環境や農業土木に関する知識と技術を学びます。

食品化学科（那須拓陽）
食品科学科（白楊／栃農／
　　　　　　　真岡北陵）

　食品の特性と加工・貯蔵・流通に加え、食品の成分分析や
衛生検査の方法及び食品に関連する微生物の利用と培養など
に関する知識と技術を学びます。

農業機械科（真岡北陵）
　各種農業機械の取扱い方法を学ぶと共に、エンジンをはじ
め機械各部の構造と整備方法などに関する知識と技術を学び
ます。

4



（３）各農業関係学校の詳細

① 栃木県立宇都宮白楊高等学校 〒３２１－０９５４
宇都宮市元今泉８丁目２番１号

ＨＰ：

➁ 栃木県立鹿沼南高等学校 〒３２２－０５２４
鹿沼市みなみ町８番７３号

ＨＰ：

➂ 栃木県立小山北桜高等学校 〒３２３－０８０２
小山市東山田４４８－２９

ＨＰ：

④ 栃木県立栃木農業高等学校 〒３２８－００５４
栃木市平井町９１１

ＨＰ：

⑤ 栃木県立真岡北陵高等学校 〒３２１－４４１５
真岡市下籠谷３９６

ＨＰ：

⑥ 栃木県立那須拓陽高等学校 〒３２９－２７１２
那須塩原市下永田４丁目３－５２

ＨＰ：

⑦ 栃木県立矢板高等学校 〒３２９－２１５５
矢板市片俣６１８－２

ＨＰ：

⑧ 栃木県立馬頭高等学校 〒３２４－０６１３
那須郡那珂川町馬頭１２９９－２

ＨＰ：

⑨ 栃木県農業大学校 〒３２１－３２３３
宇都宮市上籠谷町１１４５－１

ＨＰ：

⑩ 国立大学法人 宇都宮大学農学部 〒３２１－８５０５
宇都宮市峰町３５０

ＨＰ：
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